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 ≪甲賀圏域地域連携検討会ネットワーク通信 にんにん連携         平成３１年１月第３０号≫ 

  

 

去る 11 月 12 日（月）、甲賀圏域地域連携検討会主催で「病院と介護支援専門員との連絡調整

会議」（全体会）を開催して、今年度の取り組みをご報告し、みなさんからご意見をいただ

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議名 病院と介護支援専門員との 
    連絡調整会議（全体会） 

  

開催日 平成３０年１１月１２日（月）  2 か月に 1 回（年５回、第２火曜日） 

人数 ８３名 ３７名(２０～３０名が参加) 

メンバー ・病院（看護部長、病棟師長・ 

病棟看護師、地域連携担当者等） 

・訪問看護師 

・介護支援専門員 

・行政職員（地域包括支援センター、

市役所担当課、保健所） 

  

・管内７病院の地域連携担当 

・訪問看護師の代表 

・介護支援専門員の代表 

・地域包括支援センター職員 

・市役所担当課 

・保健所 

 

 

 

 

 

課題検討、入退院支援ルール等ツールの見直し 

甲賀圏域地域連携検討会 

 

活動報告・意見交換 

【平成３０年度の取り組み】 

反映 

【Ｈ２９年度の課題】 

 

短い入院期間でも、患者

さんが安心で、スムーズな

入退院支援が必要！ 

新規ケースの退院支援

は特にあわただしくて困る

よね。 

 

 病院と地域で、できること

はないかな・・・ 

①入院早期から在宅療養生活を意識したリハビリの支援 

 自宅の写真を撮影して 病院へ情報提供する時の 

ポイントをまとめた冊子を作製。 
 

②医療情報共有ノートの作成 

 緊急連絡先や、人生の最終段階における医療について

の意思表示、利用サービス・家族状況、治療内容、

日々の観察項目などをまとめたファイルを作成。 
 

③フィードバックカンファレンスの開催 

 個々の入退院支援が適切であったか、病棟看護師と 

訪問看護師が中心となって振り返りを行うためのカ 

ンファレンス開催要領を策定。 

 

＊詳細は 3～5 ページの写真（例）を参照して下さい。 
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全体会の感想・ご意見など 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者からのコメント 
      

病院と介護支援専門員の連携調整会議に参加してきました。 

この会議は、毎年のように参加をしています。開始当初は、 

まだ、連携という言葉がなかなか浸透していない感があり  

グループワークもぎこちなかったという感じがしていまし 

たが、今は、普段から連携がなされてきているためか参加 

をしていて、どのグループも意見交換が活発で話し合う内 

容もより、連携を意識した内容という印象がもてました。 

今後もこのような機会を作ることで、甲賀圏域の医療と介 

護の切れ目のない連携が図れることを期待しています。 

 

甲賀圏域地域連携検討会事務局より 

 

 

 

 

 

 

 

・在宅で一番長く過ごしている場所の写真もほしい。 

・医療情報共有ノートを主に記入する人は誰なんだろう？ 

・自宅や病院での一日、一週間の流れが分かると助かる・・・。 

・入退院を繰り返す人のフィードバックカンファレンスを開催して、ケアを振り 

返りたい。 

・様式はホームページに掲載してダウンロードできるといいな。 

  ・新規ケースは、入院中から訪問看護に連携してもらうとスムーズ。 

・ＡＣＰ（ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ・ｹｱ・ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ）の住民啓発が必要！ 

佐竹 晴美 様 

多数のご意見やご感想ありがとうございました。更に運用や活用

がしやすいように各班で検討を行い、体制を整えていきたいと考

えています。皆様のご協力をお願いします。 
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平成３０年度の取り組み  写真（例） 

 

①自宅写真の撮影ポイントをまとめた冊子 
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②医療情報共有ノート 
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③フィードバックカンファレンス開催要領 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     


